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【
シ
ド
ニ
ー
時
事
】
ニ
ュ
ー
ジ
ユ
フ
ン

ド
（
N
Z
）
の
氷
河
の
消
失
が
進
ん
で
い

る
こ
と
が
、
N
Z
国
立
水
圏
大
気
研
究
所

（
N
I
W
A
）
な
で
の
調
査
で
分
か
っ

た
。
か
ね
て
地
球
温
暖
化
に
伴
い
氷
河
は

小
さ
ぐ
な
っ
て
き
た
が
、
最
近
の
夏
の
猛

暑
で
縮
小
が
加
速
。
専
門
家
は
、
氷
河
の

消
失
が
洪
水
な
ど
を
誘
発
し
、
気
候
変
動

を
悪
循
環
に
陥
ら
せ
る
恐
れ
が
あ
る
と
警

告
し
て
い
る
。

N
I
W
A
は
3
月
未
、
N
Z
自
然
保
護

局
や
ビ
ク
ト
リ
ア
大
学
と
合
同
で
、
氷
河

を
上
空
か
ら
執
測
し
た
。
南
半
球
の
夏
の

終
わ
り
に
当
た
る
時
期
に
毎
年
実
施
し
て

お
り
、
今
年
で
4
6
回
目
。
こ
こ
2
年
、
ラ

ニ
ー
ニ
ャ
現
象
で
夏
の
気
温
が
著
し
く
上

昇
し
た
こ
と
か
ら
、
今
回
調
査
で
は
、
氷

河
が
消
え
て
山
肌
が
む
き
出
し
に
な
っ
た

場
所
が
増
え
、
氷
河
と
土
の
境
界
の
標
高

が
上
が
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
　
／

調
査
開
始
以
降
、
既
に
氷
河
の
約
3
割

が
滑
失
し
、
大
部
分
は
こ
の
1
0
年
間
に
急

激
に
進
ん
だ
と
い
う
。
N
I
W
A
が
公
表

し
た
比
較
画
像
か
ら
は
、
2
0
0
3
年
に

低
い
く
ぼ
地
の
池
に
接
近
し
て
い
た
氷
河

が
、
1
2
年
に
後
退
し
、
2
3
年
に
は
さ
ら
に

遠
ざ
か
っ
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。

調
査
を
指
揮
し
た
ア
ン
ド
ル
ー
・
ロ
ー

リ
ー
N
I
W
A
研
究
主
幹
は
「
氷
河
の
消

失
は
、
単
に
自
然
の
美
観
を
損
な
う
だ
け

で
な
く
、
人
々
の
生
活
に
も
重
大
な
影
響

を
及
ぼ
す
」
と
指
摘
す
る
。
氷
河
は
「
貯

水
槽
」
の
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
消
失

す
れ
ば
飲
料
水
や
農
業
用
水
の
確
保
が
困

難
に
な
る
た
め
だ
。
し
か
も
、
氷
河
が
解

け
る
と
海
面
上
昇
に
つ
な
が
り
、
豪
雨
や

洪
水
を
引
き
起
こ
す
要
因
に
も
な
る
。

気
温
上
昇
が
現
在
の
ペ
ー
ス
で
進
め
ば
、

今
世
紀
未
ま
で
に
氷
河
の
8
0
％
が
消
え
る

と
の
予
測
も
あ
る
。
調
査
に
参
加
し
た
オ

ト
ス
ト
ラ
リ
ア
・
モ
ナ
シ
ュ
大
学
の
ア
ン
ト

ル
ー
ト
マ
ッ
キ
ン
ト
ッ
シ
ュ
教
授
は
「
消
失
の

勢
い
は
衝
撃
的
だ
。
温
暖
化
を
抑
え
る
こ

と
が
緊
急
に
必
要
だ
」
と
訴
え
て
い
る
。

気
候
変
動
悪
循
環
の
恐
れ


